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利益相反（COI）の開示

開示すべきCOIはありません

発表者名：長谷部 誠

• 本発表の無断での転載はご遠慮ください

• 各薬剤の情報につきましては添付文書をご参照ください



本日の内容

•腎機能とは

•腎機能推算式について

•腎機能評価のポイント
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はじめに

腎機能低下患者に薬剤を使用する際の重要な注意点

◦薬物あるいは代謝物の消失が遅延し、副作用を引き起こすこと

◦薬物に腎毒性があり、さらに腎機能が低下する要因となること



薬物の消失経路

CLtot(総クリアランス)

＝CLh(肝クリアランス)+CLr(腎クリアランス)

腎臓

※クリアランス：薬物を血中から除去する能力のこと



腎臓について

公益財団法人 日本腎臓財団HP参照

• 腰の上あたりに左右１つずつある

• 握りこぶしくらいの大きさ

【主な機能】

・血液の浄化

・水・電解質のバランスの維持と調節

・酸塩基平衡の調節

・蛋白質・核酸代謝物の排泄

・ホルモン様物質の産生・分泌



慢性腎臓病（CKD）の定義

エビデンスに基づくCKD診療ガイドライン2023より



慢性腎臓病(CKD)の疫学

CKD診療ガイド2012より

成人人口の
約8人に1人がCKD患者



腎機能の指標 GFRについて

公益財団法人 日本腎臓財団HP参照

・糸球体濾過量(GFR)
1分間にどれだけ血液を
濾過し尿を作れるかを表し
ている
正常値：100ml/min/1.73㎡

血管からの分泌

血管への再吸収



腎機能の指標

【腎機能評価マーカー】

•内因性物質：クレアチニン(Cr)、シスタチンC

•外因性物質：イヌリン、チオ硫酸ナトリウム水和物

薬物の腎排泄量
＝糸球体濾過量(GFR)＋尿細管分泌量ー尿細管再吸収量



腎機能の指標

【クレアチニン】

✓ 筋肉から産生され、産生量は筋肉量に比例する

✓ 生体内で代謝されない

✓ 糸球体で100%濾過され、尿細管で再吸収されない（分泌は受ける）

✓ 年齢や性別によって、クレアチニンによる腎機能予測は変化する

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能の指標

【クレアチニン】

高齢者では、Scrが正常範囲だとしても

腎機能が低下している可能性が高い

年齢 性別 体重(kg) Scr（mg/dL） eCCr(ml/min)

20歳 男性 70 1.2 97

80歳 女性 50 1.2 29

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能の指標

【シスタチンC】

✓ 全身に広く分布している低分子蛋白で、筋肉量の影響を受けにくい

✓ 性別、年齢による差を受けにくい

✓ 糸球体濾過のみ

✓ 保険上、測定は3ヶ月に1回

✓ ステロイドやシクロスポリンなど使用中だと高値に測定される

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)参照
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血清クレアチニンを用いた腎機能推算式

◦クレアチニンクリアランス(Cockcroft&Gault式)

eCCr(mL/min)=
（１４０－年齢）×体重（ｋｇ）

７２×Ｓｃｒ（ｍｇ/ｄＬ）
×０．８５（女性のみ）

◦eGFR(日本腎臓病学会)

eGFR(mL/min/1.73㎡)=194×Scr‐1.094×年齢‐0.287×0.739（女性のみ）

※Scr:血清クレアチニン



腎機能推算式について

エビデンスに基づくCKD診療ガイドライン2023より



添付文書の記載例

メトホルミン塩酸塩錠「DSPB」電子添付文書より抜粋



添付文書の記載例

プレガバリンOD錠「ファイザー」電子添付文書より抜粋



添付文書に載っていないときは、



腎機能推算式の注意点(eGFR)

•体表面積補正eGFR（標準化eGFR）

eGFR(mL/min/1.73㎡)=194×Scr‐1.094×年齢‐0.287×0.739（女性のみ）

➡CKDステージ分類に用いる





腎機能推算式の注意点(eGFR)

•体表面積補正eGFR（標準化eGFR）

eGFR(mL/min/1.73㎡)=194×Scr‐1.094×年齢‐0.287×0.739（女性のみ）

•体表面積未補正eGFR(個別化eGFR)

個別化eGFR(mL/min)= eGFR(mL/min/1.73㎡)×体表面積÷1.73㎡

➡CKDステージ分類に用いる

➡投与量を考えるときに用いる

CKD診療ガイド2012より



170cm  
63kg

180cm  
100kg

150cm  
36kg

eGFR
(ml/min/1.73m2)

63 63 63

体表面積 1.73m2 2.20m2 1.24m2

個別化eGFR

A B C

3人の腎機能は同じでしょうか？

腎疾患Update Seminar 2023/3/13 萩原先生スライドより



当院の院外処方箋

SAMP
LE

腎疾患Update Seminar 2023/3/13 萩原先生スライドより



腎機能計算ツール



170cm  
63kg

180cm  
100kg

150cm  
36kg

×1.73÷1.73 ×2.20÷1.73 ×1.24÷1.73

eGFR
(ml/min/1.73m2)

63 63 63

体表面積 1.73m2 2.20m2 1.24m2

個別化eGFR
(ml/min)

63 約80 約45

個別化eGFR

A B C

腎疾患Update Seminar 2023/3/13 萩原先生スライドより
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•腎機能推算式について
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腎機能評価のポイント

• 肥満患者の場合

➡理想体重を用いたCockcroft&Gault式によるeCCrを考慮する

または、体表面積未補正eGFR(個別化eGFR)

• 筋肉量の低下したADLの低い患者の場合

➡シスタチンCを測定し、個別化eGFRcys

または、24時間蓄尿による実測CCr

困難であれば、ラウンドアップ法を用いた推算を考慮する

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能評価のポイント

【ラウンドアップ法とは】

筋肉量の少ない患者のScr値が0.6mg/dL未満の場合に、

一律に0.6mg/dLとする方法のこと

筋肉量が少ないと腎機能はよく見積もられてしまう

↓

ラウンドアップ法は、安全性を重視した考え方

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能評価のポイント

• Scr0.30mg/dLだった場合

  標準化eGFR: 152.16mL/min/1.73㎡

  個別化eGFR: 98.47mL/min

eCCr: 66.11mL/min

80歳 女性
身長150cm 体重28kg

転倒による骨折を背景に
寝たきり状態に

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能評価のポイント

• Scr0.30mg/dLだった場合

  標準化eGFR: 152.16mL/min/1.73㎡

  個別化eGFR: 98.47mL/min

eCCr: 66.11mL/min

• ラウンドアップ法0.6mg/dLとした場合

  標準化eGFR: 71.28mL/min/1.73㎡

  個別化eGFR: 46.13mL/min

eCCr: 33.06mL/min

80歳 女性
身長150cm 体重28kg

転倒による骨折を背景に
寝たきり状態に

Jpn J Nephrol Pharmacother 2016;5(1)より



腎機能評価のポイント

筋肉量の低下したADLの低い患者の腎機能推算は困難

• eGFRは腎機能を過大評価する可能性がある

• ラウンドアップ法を用いると過小評価する可能性がある

➡安全性の半面、過小投与となることも、、



腎機能評価のポイント（私的な考えとして）

例えば、

①重症感染症の場合

②抗がん剤の場合
（カルボプラチン®やティーエスワン®等）

リスク/ベネフィットを考慮し、腎機能を評価する

➡抗生剤の過小投与は避けるべき

➡効果を優先？安全性を重視するべき？



まとめ

✓腎機能低下患者では、腎排泄型薬剤の過量投与に注意が必要

✓腎機能別の投与量を考えるとき、eCCrかeGFRのどちらを使うかは、

添付文書に記載のある方を使用するのが原則

✓腎機能の評価は、eCCr、eGFRの値だけではなく、患者さんの

状況やリスク/ベネフィットを考慮して行うことが重要



ご視聴ありがとうございました。
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